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論 文 事 査 結 果 の 要 旨
一般に象牙質う蝕の表層は細菌感染しているが,深層の象牙質はう蝕により影響を被って
いるものの細菌感染がなく再石灰化が可能で保存するべきとされ,保存修復治療において接
着性修復材料を按着させる対象はこのう蝕影響象牙質となる｡′しかし,この象牙質は難溶性
のう蝕結晶体が沈着し高度に石灰化しているとされ,これは生体防御反応とも言えるが,脱
灰とその後のモノマーの浸透が重要な成功要因である接着においては抑制因子となりうる｡
本研究は,う蝕影響象牙質に対する歯質接着修復材料の接着性を向上させる手法について
検討したもので,その結果は臨床手法での新たな提言となることが期待できる｡
本研究ではまず,う蝕影響象牙質のモデルを作製するため抜去とト象牙質を人工的に脱灰
させた後に石灰化溶液に期間を変化させて浸漬し,再石灰化を生じさせているo硬度および走
査型電子顕微鏡による微細構造を調べ,う蝕影響象牙質に関する過去の報告との比較考察によ
り,う蝕影響象牙質類似試料として活用できることを示している｡その後,歯科臨床において操
作性が簡便であるため近年注目されている歯質接着材料であるワンステップセルフエッチン
グ接着システムを用いて,歯面処理の際に処理液の携拝 (アジテーション)が接着に及ぼす
影響笹ついて,微小引張り接着強さの測定,走査型電子顕微鏡を用いた破断革形態の観察お
よび兵焦点レー ザー顕微鏡による象牙質界面-のモノマー浸透の親寮を行うことで検討し,
以下の点を明らかにしたものである｡
1.脱灰の影響を受けた人工再石灰化象牙質では,沈着した石灰化物がモノマーの浸透を阻害
することによってワンステップ接着システムの接着性が低下した｡
2.再石灰化象牙質に対してワンステップ接着システムを用いる場合は,歯面処理の際にアジ
テーションを応用することで,モノマーの浸透が促進され,接着性が改善された｡
以上より,う蝕影響象牙質のモデルとして作製した人工再石灰化象牙質に対するワンステップ
接着システムの接着において,歯面処理のアジテーションが接着性能の向上に有効な手段である
ことが示された｡
本研究より得られた知見は,保存修復の臨床において接着性修復材料によるう蝕治療法に重要
な示唆を与えるもので,価値ある研究業績であ~る｡よって,本申請論文は博士 (歯学)の学位授
与に値するものと判定した｡
